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遠
田

宗
雄

議
員（
公
明
）　

災
害
時
に
お
け
る
自
助
・
共

助
・
公
助
の
取
組
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に

捉
え
、
市
民
協
働

に
結
び
つ
け
て
い

く
考
え
か
。

市
長
　
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
に
、

欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
あ

り
、
市
民
協
働
の

推
進
等
に
も
合
わ

せ
て
取
り
組
む
こ

前
川

浩
子

議
員（
市
フ
ォ
）　

国
か
ら
、
令
和
元
年
10
月
に

出
さ
れ
た
通
知
に
は
、
子
ど

も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
自

立
し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う

指
導
し
て
い
く
こ
と
等
が
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
不

登
校
対
策
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
の
今
ま
で
の
対
応
は
。

教
育
部
長　

指
導
主
事
の
学

校
訪
問
の
機
会
を
増
や
し
て

い
る
ほ
か
、
け
や
き
教
室
の

小
学
生
の
枠
を
広
げ
る
な
ど

の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

議
員
　
不
登
校
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
新
た
な
支
援
に
つ
い

て
、
今
後
の
方
向
性
は
。

教
育
部
長
　
支
援
の
在
り
方

の
基
本
的
な
考
え
方
を
「
学

校
に
登
校
す
る
」
と
い
う
結

杉
村

康
之

議
員（
自
由
）　

受
益
者
負
担
の
原
則
を
ほ
と

ん
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
は

適
用
せ
ず
、
手
数
料
・
使
用

料
に
は
適
用
し
て
い
る
合
理

的
な
理
由
は
。

政
策
総
務
部
長
　
公
益
的
な

も
の
か
、
必
需
的
な
も
の
か

等
、
性
質
ご
と
に
検
討
し
た

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）

　
有
料
化
な
ど
の
ご
み
改
革

か
ら
10
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
成
果
と
課
題
は
。

市
長
　
成
果
は
、
市
民
一
人

当
た
り
の
家
庭
ご
み
の
排
出

と
で
、
市
民
が
主
体
的
に
地

域
の
防
災
に
関
わ
る
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

議
員
　
発
災
後
の
り
災
証
明

書
は
、
速
や
か
に
発
行
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か
。

市
民
部
長
　
り
災
証
明
書
の

発
行
は
、
早
期
に
調
査
班
を

編
成
し
、
住
家
被
害
認
定
調

査
に
当
た
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
た
め
、
今
後
も

体
制
整
備
に
努
め
て
い
く
。

結
城

亮

議
員（
共
産
）　
市

の
行
財
政
改
革
は
、
事
業
の

一
律
削
減
数
値
が
目
的
に
な

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

同
改
革
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

施
策
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
の
か
。

政
策
総
務
部
長
　
同
改
革
は
、

適
切
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
た
め
の
持
続
可

能
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う

取
組
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

こ
の
取
組
を
機
能
さ
せ
る
こ

と
で
健
全
財
政
を
維
持
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
一
層
高
ま

奥
村

さ
ち
子

議
員
（
ネ
ッ
ト
）

　
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
つ

い
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
市

の
対
策
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
様
々
な
ニ

ー
ズ
等
を
分
析
し
、
高
齢
者

の
生
活
支
援
に
必
要
な
取
組

を
推
進
す
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
が
市
の
役
割
で
あ
り
、

今
後
も
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
、
わ
が
ま
ち
支
え
あ
い

協
議
会
な
ど
の
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
民
団
体
等
の
活
動

を
生
か
し
、
補
助
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
で
、
市
で
は
、

現
在
実
施
し
て
い
な
い
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
住
民
主
体
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
Ｂ
の
取
組
が
可
能
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
支
え
合
い

の
活
動
が
組
織
的
に
な
る
こ

と
で
、
支
援
が
必
要
な
方
に

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
は
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、

専
門
的
な
事
務
処
理
や
活
動

内
容
の
制
約
等
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

赤
野

秀
二

議
員（
共
産
）　

国
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料

化
や
要
介
護
１
・
２
の
方
の

生
活
援
助
等
を
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ

移
行
す
る
等
と
い
っ
た
、
介

護
保
険
法
の
改
正
を
検
討
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
影

響
が
考
え
ら
れ
る
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
有
料
化
に

よ
り
所
得
の
低
い
方
が
利
用

を
控
え
る
恐
れ
が
あ
る
ほ
か
、

令
和
元
年
９
月
末
時
点
で
６

１
７
名
い
る
生
活
援
助
を
利

用
し
て
い
る
要
介
護
１
・
２

の
方
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
な
く
な
る
方
が
出
る

な
ど
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

議
員
　
市
は
、
国
等
に
反
対

の
意
見
を
上
げ
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
国
が
見
送

り
の
検
討
を
し
て
い
る
と
い

う
報
道
も
あ
る
た
め
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

他	

「

地
域
医
療
構
想
」
と
都
立

神
経
病
院
な
ど
の
統
廃
合
検
討

に
つ
い
て
●

台
風
19
号
の
対
応

を
教
訓
に
、
水
害
対
策
の
強
化

を
求
め
る

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
現
状
の
市
民
生
活
の

実
態
を
踏
ま
え
、
行
財
政
改

革
推
進
プ
ラ
ン
の
見
直
し
、

中
断
等
を
行
う
考
え
は
。

政
策
総
務
部
長
　
こ
れ
ま
で

の
取
組
は
、
優
先
度
の
高
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
絶
え
間
な
く
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
に
も
、
行
財
政
改
革
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

他	

府
中
市
内
14
の
駅
に
安
全
ホ

ー
ム
ド
ア
設
置
を
求
め
る

行
政
管
理
部
長
　
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
出
前
講
座

等
で
都
版
の
作
成
を
説
明
し
、

活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周

知
に
努
め
て
い
く
。

果
の
み
を
目
標
と
す
る
の
で

は
な
く
、
自
ら
の
進
路
を
主

体
的
に
捉
え
て
、
社
会
的
に

自
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ

と
と
し
、
今
後
の
不
登
校
へ

の
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

他	

文
化
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
●

災
害
時
の
対
応
に

つ
い
て

上
で
、
利
用
者
の
負
担
を
様

々
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
無
料
で
あ
る
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
け

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
は
公
益
性
が
高
く
、
半
額

負
担
で
あ
る
社
会
教
育
団
体

へ
の
支
援
は
、
公
益
性
が
低

い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

政
策
総
務
部
長
　
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
は
公
益
性

が
高
い
と
判
断
さ
れ
や
す
く
、

社
会
教
育
団
体
の
施
設
利
用

は
、
結
果
と
し
て
公
益
性
が

低
い
と
判
断
さ
れ
や
す
く
な

る
と
捉
え
て
い
る
。

他	

台
風
19
号
、
市
民
の
声
を
ど

う
生
か
す
か
●

公
園
の
不
法
投

棄
●

保
育
所
間
の
連
携
に
つ
い

て
●

ラ
グ
ビ
ー
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
効
果

量
が
平
成
22
年
度
以
降
、
26

市
で
一
番
少
な
い
状
況
を
堅

持
で
き
て
い
る
こ
と
等
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
市
民
や
事
業

者
等
が
協
働
し
て
取
り
組
ん

だ
努
力
の
賜た
ま

物も
の

で
あ
る
。

　
課
題
は
、
一
部
で
ご
み
出

し
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な

い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
情
報
の
周
知
方
法

等
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
市
民
一
人
１
日
当
た

り
の
総
ご
み
量
の
目
標
達
成

時
に
、
市
と
し
て
有
料
袋
の

値
下
げ
を
打
ち
出
す
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
　
料
金
変
更

を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
市

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

で
の
議
論
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
改
定
と
と
も

に
、
幅
広
く
議
論
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

止水板

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の

見
直
し
、
中
断
等
を
行
う
考
え
は

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
に
つ
い
て
今
後
の
方
向
性
は

止

水

板

の

設

置

な

ど

に

つ

い

て

助
成
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
も

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
た
い

社
会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し

今
後
の
不
登
校
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
く

他

市

の

事

例

を

参

考

に

止
水
板
の
有
効
性
に
つ
い
て

研

究

し

て

い

き

た

い

災害時の自助・共助・公助の取組
ど の よ う に 市 民 協 働 に
結 び つ け て い く 考 え か

介護保険法の改正について
国 等 に 反 対 の 意 見 を
上げていくべきと思うがどうか

受 益 者 負 担 の 原 則 を
手数料・使用料に適用している
合 理 的 な 理 由 は

市 民 一 人 １ 日 当 た り の
総 ご み 量 の 目 標 達 成 時 に
有料袋の値下げを打ち出す考えは

市民団体等への補助制度の
創設により住民主体のサービスＢの
取組が可能と考えるがどうか

市民が主体的に地域の防災に関わる
災 害 に 強 い ま ち づ く り を
目 指 し て い き た い

見送りの検討をしているという
報道もあるため、国の動向を
注 視 し て い き た い

公益的なものか、必需的なものか等
性 質 ご と に 検 討 し た 上 で
利用者の負担を様々検討している

市廃棄物減量等推進審議会で
幅広く議論してもらいたいと考えている

専門的な事務処理等が
生じる可能性があるため
慎重に検討する必要がある

▲ タブレットを活用した授業の様子（けやき教室）

　▲防災意識の向上を目指して

竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　

「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
」
の
発
令
時
に
、
避

難
所
が
居
住
地
か
ら
離
れ
て

い
る
高
齢
者
や
移
動
が
困
難

な
方
等
を
市
は
ど
の
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
考
え
か
。

行
政
管
理
部
長
　
安
否
確
認

等
の
支
援
に
活
用
い
た
だ
く

よ
う
、
市
が
保
有
す
る
災
害

時
要
援
護
者
の
情
報
を
民
生

委
員
や
自
治
会
な
ど
に
提
供

し
、
協
力
を
お

願
い
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
取
組

で
あ
る
共
助
の

力
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
止
水
板

の
設
置
な
ど
に

つ
い
て
、
助
成

制
度
の
導
入
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
家
屋
へ
の

浸
水
被
害
の
対
応
の
た
め
、

設
置
工
事
の
一
部
を
助
成
し

て
い
る
他
市
の
事
例
を
参
考

に
、
止
水
板
の
有
効
性
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

他	

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
に
対

す
る
府
中
市
の
考
え
を
問
う
―

子
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く

り
―
●

府
中
市
内
の
商
店
街
活

性
化
に
つ
い
て


